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 16．声明・談話 

 

記者発表 

 

2014年10月10日                 

日本共産党埼玉県議会議員団 団長  柳下 礼子 

 

県議会９月定例会をふりかえって 

 

一、本定例会では、一般会計補正予算案はじめ知事提出議案20件が可決同意され、「埼玉県議選挙定数・

選挙区等に関する条例」「慰安婦問題意見書」など９件の議員提出議案が提出された。党県議団はそ

のうち、３件の知事提出議案と「選挙定数・選挙区等」条例３件と「慰安婦問題意見書」に反対し

た。「慰安婦問題意見書」については別紙で述べる。 

反対理由はそれぞれ以下のとおりである。 

平成26年度病院事業会計補正予算は、小児医療センター新病院建設地から検出されたヒ素汚染土壌

の処理の予算であるが、党県議団は2011年採択された請願の趣旨に基づき、現在地の病院機能に対

して患者ご家族、地元住民の納得を得られないまま新病院建設を進めることは認められないと考え

ている。今議会に報告された現病院跡地機能は、週２日程度の無床診療所にすぎない。患者家族と

地元住民の真の願いは病床のある病院であり、未だ跡地機能について納得は得られていないと考え、

同議案に反対した。 

幼保連携型認定こども園の認定要件に関する条例については、政府の子ども・子育て支援制度が、

利用者と事業者の直接契約を基本とする仕組みに改変し、市町村の責任を後退させるものであるこ

とから反対であること、また認定の要件に、３才以上児の食事について外部搬入を認めていること

から反対した。 

首都高速川口葛飾線に関する同意案件は、約6,300億円という道路更新事業の内容が検証されていな

いこと、全額利用者負担であることなどから賛成できない。 

一、埼玉県議会議員の定数・選挙区等検討協議会が４回開かれ、党県議団は村岡正嗣県議が参加した。

協議会は会派の意見を列挙して議長に報告し、閉会日に、自民党・公明党、民主党・無所属の会、

刷新の会等からそれぞれ条例案が提出された。（自公案が可決） 

いずれも定数削減で共通しており、「３議案はいずれも、議員定数を、１乃至８人を削減するもので

す。定数の削減は、議会への民意の反映をせばめることから反対です。本県の議員定数は1978年に

94とされて以来据え置かれてきました。この間、本県の人口は、1979年の482万人から2010年の719

万人へと著しく増加しており、民意の反映という観点からは、大幅な議員定数の増が図られるべき

で、以前の法定数で言えば上限120人となるところです。据え置きということ自体が、すでに実質的

な定数削減となっていると考えます。」と村岡県議が反対討論した。 

一、本定例会では柳下県議が一般質問を行なった。「大雪被害対策」「県立小児医療センター移転計画」

「医療的ケアの必要な重症児のための支援施設の拡充」など取り上げた。 

２月に起きた大雪被害に対して、倒壊農業施設の撤去・再建のため、埼玉県は６月までに補正予算
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約149億円を決定した。それにもかかわらず、８カ月経過した現在も農家に助成金が全く届いていな

い実態を柳下県議は指摘し、12月末までに全ての被害農家に助成金を支給するよう知事に迫った。

農林部長は現在支給済みの農家が、飯能市の３件のみであることを認め、知事が年内に全ての農家

への支給を約束した。 

この中で柳下県議が、助成支給の遅れのために「生命保険を解約せざるをえなかった」という農家

の声を紹介したところ、知事が「なにかの間違いではないか」と疑問視する答弁を行なった。後に

県による調査で、この事実が確認され、県は助成金の支給を急ぐことを約束した。 

一、県民より定例会に提出された請願「消費税の10％増税中止を求める意見書提出を求める請願」は

自公刷らによって不採択とされた。奥田智子県議は総務県民委員会で「この４月から消費税が５％

から８％へと増税され、家計消費はマイナス19.5％とオイルショック直後に匹敵する落ち込みとな

っており」「今政府がやるべきことは消費税の増税中止の決断である」と採択を求めた。 

なお、本会議でも採択を求める討論ができるよう、議会運営委員会で村岡県議と民主党が求めたが

認められなかった。 

 

以上 
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記者発表 

 
2014年10月10日                 

日本共産党埼玉県議会議員団 団長  柳下 礼子 

 

 
「『慰安婦問題』に関する適切な対応を求める意見書」案の可決強行に抗議します 

 
本定例会に自民党・刷新の会より「『慰安婦問題』に関する適切な対応を求める意見書」案が提出さ

れ、両会派等の賛成によって可決されました。 

この意見書は、朝日新聞がいわゆる吉田証言を報じたことで「韓国をはじめとして世界各国に慰安

婦の強制連行があったとの誤解を与え続けた。また、これらを受け我が国政府からも『河野談話』」と

いう声明が発せられた」として、「河野談話作成チーム」による「慰安婦問題の経緯」を踏まえ、国際

社会への発信や、新たな談話の発表を求めるものです。 

しかし、これまで米国下院、オランダ下院、欧州議会、韓国国会、台湾立法院、フィリピン下院外

交委員会から、慰安婦問題に関する日本政府に対する抗議や勧告の決議があげられていますが、その

いずれもが問題にしているのは、「強制連行」の有無ではありません。軍による「慰安所」における強

制使役＝性奴隷制度こそが国際社会から厳しく批判されている問題の核心です。ですから朝日新聞が

吉田証言を取り消したからといって、この国際的立場はまったく変わるものではありません。また、

「河野談話」作成に直接関わった石原信雄氏が断言しているように、談話はいわゆる吉田証言なるも

のを全く根拠としておりません。このように事実誤認をもとに作成された意見書は撤回すべきと考え

ます。 

この意見書の特徴は、慰安婦とされた過程で強制連行があったかなかっただけに問題点を矮小化し、

「慰安所」における強制使役＝性奴隷状態とされたという事実を無視する点にあります。どのような

形で来たにせよ、ひとたび日本軍慰安所に入れば、監禁拘束をされ強制使役の下におかれたというこ

の事実は当事者の証言と、公文書に照らして動かすことができない事実です。 

今、政府が行なうべきことは、日本軍が行なった行為に対して反省し、慰安婦に謝罪し償うことで

す。私たちは心ある人々ともに、歴史の真実を広く国民の共通認識にしていくために全力をあげるも

のです。 

以上 
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 要望・申し入れ・談話 
 

2014 年９月 22 日 

日本共産党埼玉県委員会               

日本共産党埼玉県議会議員団 

団 長 柳下 礼子 

 

埼玉県議会議員の定数並びに選挙区等の改定についての提案 

 

党県議団の提案の基本的な考え方をご説明します。 

第１は、県議会議員選挙を半年後に控えたことを考慮して、最低限の提案に留めたことです。本県

の議員定数は1978年（昭和53年）に94とされて以来据え置かれてきました。この間本県の人口は、1979

年の482万人から2010年の719万人へと増加しています。民意の反映という観点からは、大幅な議員定

数増が図られるべきですが、それには十分な研究と検討が必要と考え、今回は見送りました。 

第２は、１票の格差をすべて２未満に抑えたことです。また人口の多い選挙区の定数が、人口の少

ない選挙区の定数より少ない「逆転現象」も解消しています。議員一人あたりの人口が２倍を超える

ということは、１人が２票を行使するに等しく、憲法の平等原則に基づく「人口比例原則の緩和の程

度は、１対２を超えることは許されない」(87年最高裁)という判例にも反するものです。 

特例的に定数増減を行なうという公選法第15条第８項但し書きの取扱も廃止しています。 

第３は、公職選挙法の改正の趣旨を生かして、市町村の単位を優先し、飛び地を解消しました。 

第４に、同じく公職選挙法改正の趣旨から、政令市であるさいたま市を区単位の選挙区から合区し

て、衆議院小選挙区単位としました。小選挙区制は、議席に結びつかない死票が多く、立候補者の減

少・無投票区の増加など民意の反映という点で重大な欠陥をもっております。直近の県議会議員選挙

でも１人区で11選挙区が無投票に、２人区で１選挙区が無投票となりました。したがって政令市を、

より民意の反映が可能で、これまでの住民感情から理解を得やすい衆議院小選挙区単位で３つに分割

したものです。 

 

以上 
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